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      「自分で考え 行動する子」 「仲良くする子」 

 

ビオトープのそばの通路わきの梅が春の訪れを感じさせてくれ

ています。コロナ禍の中で、心に安らぎを与えてくれているかのよ

うです。 

さて、いよいよ年度末を迎えます。昨年同様、形態が例年とは異

なりますが、卒業式に向けての計画や準備が始まっています。６年

生にとって３月は、最後の締めくくりに向けた日々となります。卒

業奉仕をしたり、在校生の各クラスに感謝を込めて雑巾を作成し

配ったりしています。在校生は、６年生にプレゼントするカレンダ

ーづくりに取り組んでいます。さらに、在校生にとっては新たな学

年に向けての心の準備の日々となります。 

 卒業生も在校生も、これからそれぞれどんな姿を見せてくれるのか、楽しみです。 

 

３月行事予定 
 

委員会活動 

  ＳＣ来校日 

  大掃除 

  卒業式 

  修了式 

  学年末休業 

PTA運営委員会 

PTA学級委員会（会計関係） 

PTAクリーンデー（中止の可能性あり） 

  

 

 

 ※ 卒業式は、卒業生のみ出席となり、在校生（１～５年生）は自宅学習となります。 

 ※ ４月１日（木）～４月４日（日） 学年初休業 

 ※ ４月５日（月） 新年度始業式及び入学式 

 

 

モンゴルってどんなところ 
２月２２日（月）、葉山町政策課のご協力により、２年生を対象として国際理

解につながるモンゴルについてお話を聞く会を開催しました。子どもたちにと

っては、すでに国語で学習した「スーホーの白い馬」やモンゴルに対する一人

ひとりのイメージがあったようです。 

 子どもたちは、モンゴルの国旗の由来、あいさつの仕方をはじめ、首都ウラ

ンバートルの生活の様子のお話を聞いたり、お持ちいただいた「馬頭琴」の演

奏の音色に聞き入ったりしていました。馬頭琴はモンゴルの民族楽器ですが、

「スーホーの白い馬」の中では、少年スーホーの大切にしていた白馬の死に接

し、その体の一部を使ってつくられました。そのため玄も弓も馬のしっぽの毛

で作られているそうです。子どもたちは学習した際の馬頭琴に対する思いがあ

り、先生の話を熱心に聞いていました。 

 終了後、馬頭琴の由来でもある馬の頭部の彫刻や玄に触れる機会を作ってく

ださいました。実物に触れることで、強く子どもたちの心に残ったようです。 

 

 

 

 

葉山小だより 



 

横浜 DeNAベイスターズから ギフトバックの寄贈 
 横浜 DeNA ベイスターズが球団１０周年を迎えるにあ

たり、神奈川県に、県内小学校・特別支援学校の子どもた

ちへギフトバックを寄贈したいという申し出があり、県が

これを受け入れ今回児童全員に配布することとなりまし

た。 

 寄贈の目的 

  ・新型コロナウイルス感染症に対するスポーツ実施 

   上の「新しい生活様式」の啓発 

  ・子どもの体力・運動能力の向上や運動習慣の確立、 

生活習慣の改善 

  ・スポーツに対する興味関心の喚起等につなげていく 

  

この寄贈の目的が、神奈川県の子どもの体力向上等を目指した取組「子ども☆キラキラプロジェクト」

と同じ趣旨であることから寄贈が実現しました。 

セット内容は、フェイスカバー、ミニタオル、ナップサックです。 

  

 休み時間校庭で元気に遊んでいる子どもたちの笑顔を見ていると、どんな状況化にあっても体を動か

して遊びたい、運動したいという気持ちがあるようです。本校においても、感染防止対策を実施したうえ

で、できる限り子どもたちの体力向上に向け取り組みたいと考えております。 

 

 また、同時期にユニクロさんから企業貢献の一環として、エアリズムのマスクの寄贈がありましたの

で、全児童に配布いたしました。コロナ禍であることから、本校の教員が募集案内を見つけ応募させてい

ただきました。学校として必ずこのマスクを使ってくださいということではありません。よろしかった

らお使いくださいという趣旨ですので、すでにお持ちのマスクをお使いいただいて構いません。 

 

 

PTA厚生委員会に児童福祉委員会がタイアップ 
 学校だより No.12 で本校児童の福祉委員会がベルマークにかかわり、「ベルきっず通信」にも参加さ

せていただいていることを掲載しましたが、本校児童の福祉委員会は、今年度ベルマーク・テトラパッ

ク・インクカートリッジの収集・回収活動を PTA厚生委員会とともにしています。児童は、日頃からベ

ルマークを意識したり、ベルマーク等の回収から得られる点数をどんなものに交換したらよいか考えた

りしています。家に帰りおうちの人にベルマーク収集を働きかける子どもも出てきたという声も聞きま

す。子どもたちが「してもらうこと」から「自分たちの活動」であることに意識していることが分かりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長：テトラパックなど

は運ぶのが大変なくらい持

ってきてくれて大変うれし

いです。ベルマークなどの

点数をサッカーゴールなど

みんなが欲しいものに交換

したいという目標を持って

います。達成できるよう葉

山小のみんなとひとつにな

って頑張りましょう。協力

をお願いします。 

副委員長：ベルマークなど

を集めてその点数を新しい

教材に交換することで、み

んなの気持ちがリフリッシ

ュできて楽しく学習するこ

とができるようになると思

います。また、それにより

学校の雰囲気がよくなりみ

んなの気持ちが明るくなる

と思います。皆さんの協力

をお願いします。 


